
～子どもがワカル！発達と感覚のはなし～

子どもの行動には

すべて理由があるよ！

10月30日土  13:00~16:15 
山口市民会館 小ホール 
講師  茂木厚子さん
                                発達支援「Kids Sense」主宰/自閉症スペクトラム支援士/保育士　

どの子もあそびで
こ ん な に 育 つ ！

連絡先　認定NPO法人こどもステーション山口　
　　　　〒753-0047 山口市道場門前 2-4-20
　　　　メール co26station@yahoo.co.jp

TEL/ FAX 083-925-1486  

主催   「プレーパークを山口に」実行委員会
後援    山口市教育委員会　

※「プレーパークを山口に」実行委員会は山口市にプレー
パークを作ることを目指して活動しています。実行委員
会の母体はこどもステーション山口です。　　　

「子どもゆめ基金助成活動」

”子育てたいへん”

の荷物をおろそう！

１部    そうだったのか！ 子どもの行動  ‥理論編 
２部    これでいいんだ！  ‥実践編　      　　　　

参加対象　（先着５０名）
　・ 子育て中の方
　 ・ 保育・教育・子どもの遊びに関心のある方

参加方法　事前申し込み ※詳細は裏面
参加費　1000円、学生500円
託児　子ども１人につき500円 ※要予約



どの子もあそびでこんなに育つ！
 ～子どもがワカル !  発達と感覚のはなし～

子どもの

行動には

すべて

理由があるよ！

１０月３０日㊏ 13:00~16:15　
山口市民会館 小ホール 
〒753-0074　山口市中央2-5-1　TEL083-923-1000

講師：茂木厚子さん　

対象　子育て中の方、保育・教育・子どもの遊びに関心のある方
　　　（先着50名）　
参加費    1000円、 学生500円託児    
託児　子ども一人につき500円　
                   ※子どもは先着10名。10/22(金)までに要予約

申し込み方法　以下の①～⑦をメール、 FAX 、または右下の　
　　　　　　   QRコードのフォームからお申し込みください。
　①名前   ②住所   ③電話番号   ④メールアドレス    ⑤所属  
　 ⑥職業  ⑦託児の必要な方はお子さんの 名前・年齢　    
    ※ ⑤⑥の記載は任意です。
 ●受付が完了しましたら、連絡を差し上げます。
申し込み開始　９月１０日 (金)
申し込み先　こどもステーション山口 事務局
　

１部　１３：００～１４：３０　
　　　そうだったのか！  子どもの行動    ‥理論編

子どもの発達段階について、子どもの脳発達の仕組み、
子どもの困った行動の原因・理解について学びましょう。

　                                 ー休憩ー
２部   １４：４５～１６：１５
　　　これでいいんだ！  ‥実践編 

どんな遊びがどんな発達を促すのか？ 
遊びや支援方法について学びます。
子どもの「やりたい」にどう向き合うかも考えてみましょう。

茂木厚子 mogi atsuko
発達支援「Kids Sense」
主宰/自閉症スペクトラ
ム支援士/保育士
発達支援の進んだアメ
リカでセラピーノウハウ
を学び、帰国後は地元
練馬区を中心に活躍。

子どもの発達には親支援が重要だと考え、石神井・冒険
遊びの会（石神井プレーパーク）主催の「かぼちゃのた
ね」や「ピアセンス学習会」にも講師として参加。
日本各地への出張講座はすぐに満員になってしまうほ
どの信頼を得ている。

※コロナウィルス感染状況によってはオンライン講座 に切り替える場合があります。　
※ご来場の際は新型コロナウィルス感染症対策として、マスクの着用や手指消毒などをお願いします。

連絡先     認定NPO法人こどもステーション山口 事務局   open 月～金  10:00～17:00   
〒753-0047 山口市道場門前2-4-20  国近ビル2F　TEL083-925-1486     
　  co26station@yahoo.co.jp　 https://kodomo-st.org

「プレーパークを山口に」実行委員会では‥
月に1回、山口市内の公園や神社などで「いちにちプレーパーク」を開催しながら
常設化を目指しています。右のQRコードからようすがごらんになれます。

話を聞かない

泣き続ける

友だちとのトラブル

物をこわす

教室から飛び出す

危険な行動

うちの子どうして
こんなにたいへんなの？

その”たいへん”の
荷物をおろそう  ！

もっと早く

聞きたかった！目からウロコの

発見がいっぱい！

※この講演会で団体広報や子ども夢基金への報告のため、写真撮影を行います。
　なお、報告に提出した写真は子ども夢基金助成業務以外の目的には使用しません。詳しく はHPをご覧ください。


